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小
野
家
住
宅
の
周
辺
で
は
、
江
戸
時
代
に
重
じ
ゅ
う

殿ど
の
権ご
ん
現げ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
た
鎮
守
・
林
神
社
や
、

江
戸
や
川
越
、
新し
ん
河が

岸し

川
の
河か

岸し

場ば

へ
続
く
道

標
な
ど
、
江
戸
時
代
の
新
田
村
落
の
面
影
を
た

ど
る
散
歩
が
楽
し
め
ま
す
。

　
現
在
で
は
住
宅
地
が
広
が
る
場
所
で
す
が
、

昔
の
風
景
を
想
像
し
な
が
ら
、
現
代
に
つ
な
が

る
江
戸
の
気
配
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
町
場
の
人
々
の
「
非
日
常
」
の
楽
し
み
で
あ

る
山
車
祭
り
と
は
対
照
的
に
、
農
家
の「
日
常
」

の
ひ
と
こ
ま
を
伝
え
る
文
化
財
が
、
小
野
家
住

宅
で
す
。

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
簡

素
な
た
た
ず
ま
い
は
、
多
く
を
持
た
ず
に
入
植

し
た
開
拓
農
家
の
住
ま
い
な
ら
で
は
で
す
。

　
上
山
口
の
山
口
観
音
（
金こ
ん

乗じ
ょ
う
院い
ん
）
は
、
開

創
が
奈
良
時
代
と
も
い
わ
れ
る
、
市
内
有
数
の

古
寺
で
す
。
江
戸
の
人
々
に
と
っ
て
、
霊
場
は

祈
り
の
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
地
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
裏
観
音
」
や
、
本
堂
の
庇ひ
さ
しに

掛
け
ら

れ
た
「
朝
鮮
式
銅
鐘
」
な
ど
、
山
口
観
音
の

豊
富
な
寺
宝
は
、
江
戸
時
代
に
護ご

国こ
く
寺じ

や
本ほ
ん

所じ
ょ
回え

向こ
う
院い
ん
で
行
わ
れ
た
出で

開か
い
帳ち
ょ
う（
出
張
公
開
）

で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
聞
き
し
た
江

戸
の
人
々
が
山
口
の
地
に
憧
れ
、「
山
口
詣も
う
で」

が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
江
戸
の
人
々
の
祈
り
も
聞
い
た
、
山
口
観
音

の
本
尊
、
秘
仏
千
手
観
音
。
来
年
、
御
開
帳
の

年
を
迎
え
ま
す
。

　
市
は
、身
近
な
景
観
や
昔
か
ら
伝
わ
る
文
化
な
ど
を「
ふ

る
さ
と
」
の
財
産
と
し
て
発
掘
し
、
活
用
し
て
い
こ
う
と

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
も
、
一
つ
一
つ
の
価
値
や
輝
き
だ
け
で
な
く
、

複
数
の
文
化
財
が
集
ま
っ
て
地
域
の
歴
史
的
魅
力
を
形
づ

く
る
よ
う
な
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介

し
た
「
江
戸
」
は
そ
の
一
部
で
す
。

　
現
在
、
市
内
に
あ
る
国
・
県
・
市
指
定
の
文
化
財
と
登

録
文
化
財
は
、
１
１
２
点
を
数
え
ま
す
。
所
沢
の
新
し
い

魅
力
を
再
発
見
し
発
信
す
る
文
化
財
。
こ
れ
か
ら
も
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

江
戸
時
代
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神

〜
開
拓
者
の
息
吹
を
訪
ね
る
〜

其
の
弐

そ

　
　
　
　
に

江
戸
の
民
、
所
澤
で
祈
る

〜
信
仰
が
生
ん
だ
文
化
財
〜

其
の
参

そ

　
　
　さん

　
板
の
間
の

い
ろ
り
、
広

い
土
間
、
自

然
の
ま
ま
の

曲
が
っ
た
材

を
使
っ
た
柱

や
梁は
り

な
ど
、

開
拓
農
家
の

面
影
に
じ
っ

く
り
浸
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日 

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場 

林
２
‐
４
２
６
‐
１
（
と
こ
ろ
バ
ス
西

路
線
「
林
」
下
車
徒
歩
７
分
）

◎
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。 ▲徳川御三家の一つ、

尾張藩の鷹狩りの場を
示した「鷹

たか
場
ば
の石」（昭

和 40 年代撮影）。

　今年のところざわまつりでは見ることができない二代
原 舟月作の山車人形「関羽・周倉」は、修復後初のお
披露目。来春の本尊開帳を控えた山口観音ゆかりの文化
財など、貴重な指定文化財が一堂に会します！
　所有者の協力で実現する、「生」の文化財の魅力に触
れる特別な 13 日間。

文化財が紡ぐ 物語に会いに。
来年２

月！

小
野
家
住
宅
は
、
武
蔵
野
の
開
拓
農
家
の
暮

ら
し
を
伝
え
る
建
物
と
し
て
、
昭
和
50
年

　
江
戸
時
代
は
、
原
野
の
開
発
が
盛
ん
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
小
野
家
住
宅
が
あ
る
三
ケ
島
地
区

の
旧
林は
や
し
村む
ら
（
お
お
よ
そ
現
在
の
林
一
丁
目
〜

三
丁
目
）
は
、
富
岡
地
区
の
三
富
新
田
よ
り
も

古
い
江
戸
時
代
前
期
の
１
６
０
０
年
代
後
半
に

開
発
さ
れ
た
新
田
で
す
。
台
地
上
の
立
地
と
は

い
え
、
狭
山
丘
陵
を
水
源
と
す
る
不
老
川
や
林

川
な
ど
の
細
い
川
が
流
れ
て
い
て
、
比
較
的
水

の
便
が
良
か
っ
た
た
め
、
早
い
時
期
か
ら
開
発

が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た

人
々
の
間
で
、
霊
場
参
詣
の
旅
が
盛
ん
に

な
り
ま
す
。
信
仰
の
旅
と
は
い
え
、
目
的
の
半

分
は
娯
楽
。
遠
く
て
な
か
な
か
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
伊
勢
や
熊
野
な
ど
の
代
わ
り
に
、
近
郊

の
寺
社
に
参
詣
者
の
人
気
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
山
口
観
音
で
は
、
秘
仏
と
さ
れ
る
本
尊
の
代

わ
り
に
、
普
段
は
「
裏
観
音
」
と
呼
ば
れ
る
別

の
千せ
ん
手じ
ゅ
観か
ん
音の
ん
像ぞ
う
が
本
堂
裏
に
安
置
さ
れ
、人
々

の
願
い
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
山
口
観
音
の
本
尊
・
千
手
観
音
を
間
近

で
拝
観
で
き
る
、
33
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン

ス
！
　
平
成
29
年
春
、
厨ず

子し

の
扉
が
３
日

間
限
定
で
開
か

れ
ま
す
。

日 

29
年
４
月
29

日
㈷
〜
５
月

１
日
㈪

◎
法
要
中
な
ど

は
拝
観
で
き
ま

せ
ん
。

場 

上
山
口
２
２

　 

０
３
（
西
武

球
場
前
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

▲山口観音「石川文松筆　六歌仙図大絵馬」
江戸の人々の心を奪った寺宝も間近に！

日平成 29 年２月 14 日㈫～ 26 日㈰午前９時～午後５時
場生涯学習推進センター（並木）
◎詳細は「翔びたつひろば」２月号でご案内します。

▲普段は木造の千手観音
「裏観音」を拝観できます。


